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はじめに
本報告書は、平成25年度に岡山大学文学部プロジェクト研究経費を得て実施
した共同研究「表象文化における非表象化・脱表象化 ・再表象化の研究Jの研究
成果の一部である。
具体的な研究成果の提示に先立ち、研究メンバー、研究目的とその意義および
研究活動について紹介して置きたい。
[研究メンバー】
鐸木道剛:哲学 ・芸術学専修コース
佐々木守俊:哲学 ・芸術学専修コース
渡漫佳成:歴史文化学専修コース
遊佐徹:言語文化学専修コース(研究代表)
[研究目的と意義】
我々研究メンバーは、これまで数年に亘って、いくつもの「表象Jをテーマの
中心に据えた研究プロジェクトを構想、実現し、またその成果を文学部プロジェ
クト研究報告書の形でまとめてきたが、そうした研究の継続の結果として見出
された新たな研究の方向性のひとつが、この表象文化における非表象化・脱表象
化 ・再表象化の問題の検討と解明である。
一般的な表象研究が、すでに表象「化Jされたものを対象とするものであるに
対し、本研究は、表象化の原理とその限界そして可能性を探ることを目的として
いる点にその特徴がある。その着想の背景には、これまでの研究の過程で感得さ
れてきた政治・宗教・美術における表象化を拒絶・否定する文化の存在、表象化
後の機能減表とその再活性化のパターン等の問題の存在がある。
このたび実施した研究プロジェクトでは、上述の政治・宗教・美術の分野に現
われるそうした問題の追究、解明を日本、中国、東南アジア、ヨーロッパをそれ
ぞれの専門研究地域とするメンバーの参画によって実践、実現した。
[研究活動】
研究活動は個人部分とグループ部分に分かれる。
1、個人部分
0鐸木:ローマ帝国のキリスト教化のプロセスにおける古代の彫像の表象化に
ついて教父学会で、報告した(上智大学)。仏像の表象化について韓国の日本学会
で報告した(ソウル、中央大学)。装飾と美術について国際シンポジウム 「さま
ざまな近代」で発表した(岡山大学)。女性性の反表象性についてフェミニズム
のラウンドテーブルで発表した(明治学院大学)。西洋キリスト教美術における
天国の表象可能性について国際シンポジウム「天国を描く」で報告した(慶謄大
学)。
0佐々木:下記シンポジウムにて「出現するほとけ一生身像に寄せられた期待ー」
と題した報告を行った。
0渡漫:インドから伝わった仏教やヒンドゥー教が古代東南アジアにおいてど
のような非表象化、脱表象化の動きをしたのか、具体例を探る手がかりとし
て、 25年度から始まった「東南アジア古代史研究会J(2013年4月28・29
日:九州国立博物館、 1月2・3日:上智大学、 2014年 3月 17'"19日:東京
文化財研究所)に参加し、美術史 ・考古学 ・歴史学のそれぞれの観点からの報
告にコメントを加えたほか、「パインナウン王とアラウンパヤー王一一「英
雄Jたちの軌跡についてJ(田村克己 ・松田正彦編『ミャンマーを知るための
60章』明石書庖、 2013)で、ミャンマーの新首都ネーピードーの広場に英雄的
な3人の王の巨像が建立されていることの背景について簡単な紹介を行った。
0遊佐:中国・長春で開催された国際学術シンポジウム「中国と日本一相互認識
の歴史と現実J(10月 14日、於東北師範大学)にて、「山本讃七郎と近代中国写
真文化Jと題した発表を行った。また、研究論文として、「王府井の日本人写真
館一一西太后を撮った写真師、山本讃七郎一一J(W中国文史論叢~ 10号)を執
筆した。
2、グ、ループ部分:
1月24日に国内外から 8名の報告者の参加を得て r練り供養」シンポジウム
アジアのなかの(練り供養)一極楽へのいざない、この世とあの世を結ぶ宗教劇」
と題した国際シンポジウムを岡山県立美術館にて開催した。
